
日本語ドメイン名正式運用開始
(ACE移行)に関する答申

• 10/22執行理事会における決定に基づいて
IDN-TF、DOM-COMで検討

• 答申
1. 方針案
2. ACE標準化提案(IDN WG Last Call)から本運用
開始および運用試験フェーズ2終了までのスケ
ジュール

3. 本運用開始にあたっての制度的変更点



本運用開始にあたっての
方針案

• ACE標準化(Draft Standard RFC化)後、本運用を開
始
– 開始はJPRSの準備ができてから(5月連休明見込)

– 本運用開始後、1～2ヵ月後に日本語ドメイン名運用試験
フェーズ2終了

• その間は2通りのACEを併用

• VGRSとの同期
– VGRS IDN testbed phase3.3には合わせない

– 本運用の時期はできるだけ同期をとる



ACE移行スケジュール
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プリアナウンス
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　　何らかのアナウンスをする）

本アナウンス(本運用開始/フェーズ2終了)

技術細則
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●



本運用開始にあたっての
制度的変更点

• ACE識別子(“**--”)は開放しない
– 現状で特に支障はないと判断

• 日本語ラベルの最大文字数(15文字)は変更しない
– 現状で特に支障はないと判断

• ネームサーバのホスト名に日本語ドメイン名を登録
可能とする
– 現在の制限(ACE標準化にともなうホスト名変更を避ける)
は不要となる

– 技術細則の更新が必要

• 連絡先メールアドレスに日本語ドメイン名は使えない
– メールアドレスの国際化はまだ標準化されていない


